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はじめに

　2007年10月22日（月）、著者は、ニューヨーク市

教育庁図書館サービスのディレクター（Director 

of Library Services, The New York City Department 

of Education）であるバーバラ・ストリップリング

（Barbara Stripling）氏に会い、ニューヨーク市の学

校図書館の現状やスクール・ライブラリアンの職

務、および氏が提唱する「インフォメーション・フ

ルーエンシー」の概念についてお話を伺った。スト

リップリング氏は、長年教諭として英語や演劇を教

えるかたわら、幼稚園から高等学校までの学校図書

館メディア・スペシャリスト、テネシー州のチャタ

ヌーガの図書館最高責任者、そしてアーカンソー州

フェーエットビル公立学校の教育方法のディレク

ターとして活躍してこられた。氏は、元アメリカ学

校図書館協会の会長であり、現在全米図書館協会理

事会の委員でもある。

　ストリップリング氏は、2002年頃から「インフォ

メーション・フルーエンシー」という概念を提唱し

ている。ニューヨーク市教育省のホーム・ページに

よれば、「インフォメーション・フルーエンシー」は、

スクール・ライブラリアン、メディア・スペシャリ

ストおよびティーチャー・ライブラリアンと、教員

や児童・生徒たちが協働して、日常生活に関わるさ

まざまな情報を円滑に分析・検索し、発信すること

により、児童・生徒たちの学力向上につなげようと

する考え方である。同時にスクール・ライブラリア

ンと教員との協働（コラボレーション）の実際につ

いても伺った。

村上：　　私たちは、昨年（2006年11月）第161小

学校のメディア・スペシャリストであるピーター・

コーニッカ先生から、「インフォメーション・フルー

エンシー」という概念を紹介してもらいました。非

常に面白い概念だと思いましたので、ニューヨーク

市のホーム・ページにある「インフォメーション・

フルーエンシー（ＩＦ、以下「ＩＦ」と省略する）

に関する情報も読ませて頂きました。私たちは、こ

のインタビューでＩＦという概念がどのような経緯

でつくられたのか、その背景について詳しく知りた

いと思いますので、そこのところを詳しく教えて下

さい。よろしくお願いします。

ストリップリング：　　もちろんです。まず、私自

身のこれまでの経緯についていくつかお話ししま

しょう。ニューヨーク市には、およそ3年前に来ま

した。基本的に、私は、これまでもこれからもスクー

ル・ライブラリアンですが、今はこの仕事（ニュー

ヨーク市教育庁図書館サービスのディレクター）に

ついています。

　スクール・ライブラリアンの職を通じて分かった

ことは、教えるべきインフォメーション・スキルの

カリキュラムが十分に定義されていなかったために、

スクール・ライブラリアンたちは、何を教えていい
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のかよく理解していないという現状でした。そのた

め、私が最初に行った主な仕事は、どのようなイ

ンフォメーション・スキルが必要とされているのか、

またどのようなインフォメーション・スキルを子ど

もたちに教えるべきか、その基準を定めることでし

た。このような地道な作業を経て、児童・生徒たち

が必要とする特定のインフォメーション・スキルと

は何かを定義していきました。

　また私たちは、子どもたちが卒業して社会に出る

までに、情報を確実に理解し、自分なりの結論を導

き出せるようにして欲しいと思いました。

　ですから、幼稚園から12学年（高等学校３年）ま

で段階別に一連の基準を設けようと決めたのです。

子どもたちは、一朝一夕で情報活用の達人にはなれ

ませんからね。インフォメーション・スキルを身に

つけることによって、子どもたちが高校を卒業する

前には、情報を正しく理解し、自分で情報を選択・

評価できるようになります。

　インフォメーション・スキルの次は、インフォメー

ション・フルーエンシー（ＩＦ）の定義付けに着手

しました。インフォメーション・リテラシー（ＩＬ）

の能力というよりは、ＩＦのスキルを磨いて欲しい

と思いました。ご存じのように、インフォメーショ

ン・リテラシーは、学校図書館の領域ではよく知ら

れている概念です。それを承知の上で、私は、子ど

もたちには単なることばや知識以上のものを学んで

欲しいと思ったのです。

　 私 た ち に と っ て、 読 み 書 き が で き る（to be 

literate）ということは単に知識のかけらを知って

いることにすぎません。ですが、フルーエント「な

めらかな」（to be fluent）という意味は、どのよう

な形態からの情報であろうと、学校や職場など、ど

こで情報を見いだそうと、個人的・学術的な情報で

あろうと、誰もが納得できるような情報活用のノウ

ハウを使うことができるのです。

　ですから、単にある情報について知っているとい

うだけではなく、さまざまな情報に含まれている「情

報」以外の行間を理解する能力なのです。私は、子

どもたちが情報と向かい合うときはいつでも、「なめ

らか」であって欲しいと思うのです。そうすれば、

子どもたちは情報を理解し、情報をよりうまく取り

扱うことができるでしょう。

　ＩＦの基準をつくるために私たちが最初にしたこ

とは、ライブラリアンたちのグループを一堂に集

めて、１週間ほどライブラリアン専門職育成につい

ての徹底的なワークショップをしました。その中

で、学校での英語、芸術、社会科、数学、情報関連

の科目等の基準や全米学校図書館基準、全米のカリ

キュラムの基準などを参考にＩＦの基準をつくりま

した。また、この課題については前の学校でも取り

かかっていた仕事のいくつかも参考にして、子ども

たちに必要とされる技能や能力について考えてみま

した。そして、さまざまな情報源を寄せ集めて、い

いところを取りあげて、子どもたちが学ぶべきイン

フォメーション・スキルの基準をつくっていったの

です。

　ですから私の考えるインフォメーション・スキル

の定義は、情報源を見つけるよりもはるかに広い概

念なのです。ＩＦという概念に、リテラシーとイン

フォメーション・リテラシー、およびICT（テクノ

ロジー）を結びつけ、それに批判的思考の概念を盛

りこみました。

村上：　　ありがとうございます。ニューヨーク市

教育庁のホーム・ページにあるＩＦの概念を見ます

と、ＩＦのあらゆる概念がＩＬの概念と重なってい

るようにも思えます。ストリップリングさんのＩＦ

の定義はとても明確であるようにも思えますが、Ｉ

ＬとＩＦのはっきりした違いがよく分かりません。

具体的にＩＦとＩＬの違いは何なのかを、もう少し

詳しく教えて下さい。

ストリップリング：　　ＩＦの概念とＩＬの概念は

違うものではありません。ＩＦを習得することは、

ＩＬを習得することでもあるのです。私にとってＩ

Ｆは、ＩＬのあらゆる概念を超えたものであり、Ｉ

Ｆを身につけることによって、子どもたちは単なる

読み書き能力以上のものを学習するようになるので

す。

　例えば、ある子どもがペットを欲しがったとしま

す。もしその子どもがペットの世話をする方法を知

りたいのなら、インターネットなどで正しい情報を



― 239 ―

インタビュー

探すすべを知っているはずです。私たちは、科学の

プロジェクトをやっているときに、子どもたちに問

題解決のスキルを教えているわけですからね。今度

は、子どもたち自身が日々の生活の中でそのスキル

を生かしていくのです。そして、必要があるときは

いつでも、そういったスキルを実生活の中で応用す

ることができるのです。こういったことがＩＦなの

です。

　そういったスキルを習得することが重要だと思う

理由の1つは、子どもたちは情報化の波に放り出さ

れているわけですから、優良サイトの中から情報を

集め、情報を評価するすべを知らなければならない

からです。そのため、授業の一環として子どもたち

に情報収集や情報評価の方法を教えれば、子どもた

ちはあらゆる発達段階において、生活や将来の職業

に関連したスキルを学ぶことができるのです。

　例えば、休暇を取るとき、どういった情報をどの

ように取ればいいのか、どのように情報を評価すれ

ばいいのか、といったようなことです。これらのス

キルを身につけることができれば、とりわけ将来の

職業でも生かせるスキル、つまり、これからますま

す重要性を増してくる生涯学習のスキルを学ぶこと

にもなるのです。ですから、子どもたちには情報検

索や情報評価などの方法を理解してもらいたいです

ね。

村上：　　ありがとうございます。単なる読み書き

能力を身につけるだけではなく、それを身につけた

上で、実生活や仕事などの中で、生涯にわたってい

ろいろと応用できるインフォメーション・スキルを

身につけることがＩＦの基本的な考え方だというこ

とがよく分かりました。

　さて次の質問に移ります。スクール・ライブラリ

アンの免許についてですが、ニューヨーク市の学校

図書館で働いている人の多くはスクール・ライブラ

リアンの免許やメディア・スペシャリストの資格を

持っているのでしょうか。

ストリップリング：　　多くのスクール・ライブラ

リアンは、ライブラリアンの免許をもっていません。

ニューヨーク州では、７年生以上の学校だけがライ

ブラリアンの免許を必要とします。中学・高校といっ

た中等教育のレベルですね。でもこれは、州法にす

ぎません。ですから、小学校の図書館に勤めている

人たちの多くは、ライブラリアンの免許を持ってい

ません。もちろん、小学校の図書館に勤めている人

たちは、小学校の教員免許は持っていますが、ライ

ブラリアンやメディア・スペシャリストとしての免

許を持っているというわけではないのです。

　議論の１つとして言われることは、図書館で全く

訓練を受けていない教職員の多くが学校図書館には

いるということです。でも、図書館に誰かしらライ

ブラリアンと呼ばれる人がいなければ、子どもたち

は質問する人がいなくなってしまいます。

村上：　　ありがとうございます。初等教育のレベ

ルでは、州法によって学校図書館で働く教職員には、

スクール・ライブラリアンやメディア・スペシャリ

ストの資格が要求されていないようです。しかし、

ライブラリアンとして事前の訓練を受けていなかっ

たとしても、学校図書館の現場で働く教職員の皆さ

んには、さまざまなところで専門性を身につける機

会が提供されているということがよく分かりました。

　次の質問に進みます。私たちは教師とライブラリ

アンやメディア・スペシャリストとのコラボレー

ション（協働）に興味を持っています。アメリカ

学校図書館協会が中心となって編集した「Know It 

All」のビデオシリーズでも、ライブラリアンと教師、

管理職、教育委員会、事務スタッフ、保護者等との

コラボレーションは重要な概念のひとつになってい

ます。そこで質問ですが、ニューヨーク市では、教

師とライブラリアンとのコラボレーションのために

何らかの訓練をしていますか。

ストリップリング：　　ええ、やっていますよ。コ

ラボレーションについて聞きたいと伺っていたまし

たので、資料を持ってきました。これが、協働授業

（collaborative teaching）と協働学習（collaborative 

learning）についてのコピーです。ニューヨーク市

では、ライブラリアンと教師がペアになって研修に

参加させる時もあります。私たちは教師とライブラ

リアンの研修を一緒にすることに決めました。学校
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に戻って、ライブラリアンと教師が一緒に授業をす

すめる時もありますからね。

　去年の夏、ライブラリアンと教師のペアのみなさ

んにお集まり頂いて共通の課題に取り組んで頂きま

した。研修期間は４日間です。研修の終わりにはペ

アごとに図書館を使って何を教えるべきかについて

の計画書を出してもらいました。つまり、子どもた

ちが自らの問いに答えるようにするために、図書館

の情報源やメディアを使って何を、どのように教え

ていけばよいのか、についていろいろと話し合って

もらったのです。研修で学んだことを、夏の課外学

習の一環として、子どもたちの探究学習の単元とし

て進めていき、秋の新学期に備えました。

村上：　　興味深い実践ですね。ところで、ストリッ

プリングさんはライブラリアンと教師の間で、どの

くらいの頻度で協働授業や協働学習が行われている

かご存知ですか。

ストリップリング：　　小学校のレベルでは、いわ

ゆるクラスタ・スケジュールの問題が挙げられます。

つまり、ライブラリアンが通常のクラスに定期的に

配属されるということを意味します。例えば、月曜

日の３年生のクラスに、ライブラリアン・ティー

チャーはこのクラス、次はこのクラスと自動的に受

け持ちのクラスが決められているのです。

　ですから、教員とライブラリアンが一緒に授業計

画をすることはあまりありません。教師がライブラ

リアンを必要とするしないにかかわらず、これらの

受け持ちのクラスは毎週同じ時間に定期的に入るか

らです。これは、ライブラリアンのあるべき姿では

ありません。これは予算や教員の不足を補うために、

ライブラリアンを含めた全ての教員に授業を担当し

てもらおうという発想ですね。

　それでも、本当に良い小学校のライブラリアンは

自分たちのためにクラスタ・スケジュールをつくり

ます。つまり子どもたちがその時点で何を勉強して

いるのかを把握するために、それを自分達の仕事と

するのです。そして、子どもたちに簡単な宿題を課

します。子どもたちが授業で何を学んでいるのかを

ライブラリアンが知ることによって、ライブラリア

ンと教員との接点つくっているのです。このように、

ライブラリアンは、工夫によっては最も効果的な状

況をつくりだすことができるのです。

　ですから、教師が実際にライブラリアンと一緒に

座って話をしなくても、良いライブラリアンは自分

が何をしたらよいかがわかっています。これは、コ

ラボレーション（協働）というよりはコーポレー

ション（協力）に近いですね。そして、子どもたちは、

ライブラリアンが学びの過程にどのように関わって

くれているのか、図書館にあるさまざまな情報源を

どのように活用していけばよいのか、その方法につ

いて直感的に学んでいくのです。

村上：　　ありがとうございます。特に小学校の段

階ではいろいろと配慮する問題があるようですね。

ところでコラボレーションに関連した質問ですが、

学校では保護者や管理職が一緒に何かを行うという

ことがありますか。

ストリップリング：　　そうですね。協力的な校長、

つまり支援をしてくれる校長がいなければ、良い図

書館のプログラムを実戦していくことは難しいです

ね。これは、とても重要なポイントです。ですから、

ライブラリアンやティーチャー・ライブラリアンた

ちに強調していることは、自分たちが何をやってい

るのかということを校長に理解してもらうようにす

るということです。校長を巻き込んで、図書館で私

たちが何をやっているのか、何を必要としているの

かを他の教職員の方々にも知ってもらうのです。と

ても協力的な校長もいれば、そうではない校長もい

ます。通常このような違いは、校長が図書館につい

て知らないからではなく、校長になるための経緯か

らおこるのです。

　私たちは非常に若い校長を採用しますが、そう

いった校長の中にはたった３年間しか教えた経験が

ない校長もいます。校長を養成するための専門研究

所もありますが、そこに入るための要件は、たった

3年間の教育経験があればいいだけなのです。です

から、私たちも経験のない校長にどのように采配を

ふるってもらったらよいのかよく分からないのです。

校長によっては、スケジュールを組み方も分かって



― 241 ―

インタビュー

いません。もし良い校長に巡り会えば、ライブラリ

アンとしての能力を発揮することができます。です

から、何人かの校長を教育しなければならないライ

ブラリアンも出てくるわけです。

　私たちは、あらゆることを滞りなく行うため

に、柔軟なスケジュールを確保しなければなりませ

ん。精神的鍛錬のためにも、私は、一緒に働いてい

る中でも最も難しい教師たちを首尾よく味方に引き

入れたいという考えを持っています。でも、教師の

100%の協力を得ることは、まずないでしょうね。

村上：　　ありがとうございます。３年の教育経験

だけで校長になれるということは日本では考えられ

ませんが、ニューヨーク市を含めたアメリカでは、

校長のリーダーシップによって、学校運営が大きく

変わるという現状があります。ですから、経験のあ

るライブラリアンが経験の少ない校長の教育をした

り、校長や他の教職員との意志疎通を図りながら、

協働体制を築いていくことが重要なのですね。

　それでは、具体的にライブラリアンや図書館との

コラボレーション、例えば学校図書館と公立図書館

とのコラボレーションにはどのような事例が考えら

れますか。

ストリップリング：　　コラボレーションを推進す

るためにも私たちは公共図書館のライブラリアンた

ちと密な関係を築こうと思っています。私たちには

スクール・ライブラリアンの学会があり、そこで

公共図書館のライブラリアンを招待して、ブック・

トークや公共図書館のライブラリアンたちが行って

いる現場報告を聞きます。また、公共図書館のライ

ブラリアンには夏の読書計画というプログラムもあ

り、スクール・ライブラリアンは公共図書館のライ

ブラリアンたちから情報を得て、子どもたちにその

催しを伝えています。

　公共図書館のライブラリアンとスクール・ライブ

ラリアンとの間には、非常に良い関係があります。

ここに来る前のところでは、公共図書館のライブラ

リアンとスクール・ライブラリアンの間には競争に

近いものがありました。しかし、ここニューヨーク

市ではそんなものはありません。私たちはお互いに

協力し合っています。公共図書館のライブラリアン

たちは子どもたちが勉強しているカリキュラムの内

容について知りたがっているので、よくスクール・

ライブラリアンたちと話をしますよ。

　こういったコミュニケーションがなければ、公共

図書館では同じような本を探している子どもたちを

せき立てることになるでしょう。またライブラリア

ンとのコミュニケーションは、子どもたちの間で人

気がある新刊書を選ぶのにも役立ちます。公共図書

館のライブラリアンは、新刊書に関する知識が豊富

ですから、スクール・ライブラリアンたちはそういっ

た情報を自分たちのところにも引き出そうとします。

私たちは、どちらのライブラリアンのグループにも

それぞれ長所があることを認めています。それらの

長所は必ずしも同じである必要はなく、それぞれの

長所を生かし短所を補い合いながら協力し合えばい

いのです。

　スクール・ライブラリアンの教育的役割について

は、まだまだ多くの人たちの理解を得られていませ

ん。公共図書館のライブラリアンは、スクール・ラ

イブラリアンの持つ教育的役割を担っていません。

公共図書館のライブラリアンはマンツーマンで教

えたり、読み聞かせをしたりするかもしれませんが、

どのようにウェブサイトを評価するのかは教えませ

ん。それは、私たちスクール・ライブラリアンが学

校で教えることなのです。

　これらの異なる図書館の違いを理解していない管

理者が学校組織には散見されます。両方の図書館が

うまく機能しているときは、お互いに敬意を表する

ことでうまくいきます。幸いにも、ニューヨーク市

では双方の関係は非常に良好ですし、公共図書館の

数はとても多いのです。私たちは公共図書館のシス

テムを最大限に活用しようと考えています。例えば

ニューヨーク公共図書館では、2 ～ 3週間の間、10

代の生徒たちのために本やブック・トークのための

最新の推薦図書を提供しています。

　公共図書館にはより多くの蔵書がありますが、ど

のような本を所蔵しているかというと、それは子ど

もたちにとって必ずしもよい図書を所蔵していると

いうわけではないのです。むしろ学校図書館では、

公共図書館では所蔵していないような良書を所蔵し
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ているかもしれませんよ。

　また、学校図書館は保護者と協力すれば協力する

ほど、状況がより良くなると思います。問題は、ほ

とんどの保護者が働いていることです。ですから、

保護者の協力は日中の間は、ほとんど仰げないと

思っていいでしょう。学校図書館は、保護者にとっ

ても学校の中では最も良い場所だと思います。

　保護者によっては、この国の学校がどのように運

営されているのか知らない方もいますし、学校制度

を知っていたとしても、良くない経験があったり、

単に居心地の悪さを感じる保護者もいるでしょう。

こういった保護者が子どもたちの教室に入ると、居

心地の悪さはなおさらです。

　とりわけ、子どもが問題を起こしているなら、学

校との接触はできれば本当に避けたいことでしょう。

しかし、図書館ではだれも自分の子どもについて話

す人はいませんから、ストレスはありません。保護

者は、自由に図書館を探索することができますし、

いつでも図書館にアクセスすることもできます。私

たちはそういった仕組みをつくらなければなりませ

ん。

　私たちには放課後に時間があります。その時間を

利用して、教育的配慮を必要とする子どもが個人授

業を受けていれば、保護者は図書館に来ることがで

きます。このような実践は、「家族の読み書きガイド」

と呼ばれており、私たちのウェブサイトで見ること

ができます。これは良書に関する保護者のためのガ

イドであり、8つの言語で対応しています。

村上：　　ありがとうございます。８つの言語で保

護者を対象としたリテラシー対策をしているという

のは、さまざまな国籍や民族が混在しているニュー

ヨーク市ならではの取り組みですね。

　さて、メディア・スペシャリストやスクール・ラ

イブラリアンに関する質問に移りたいと思います。

ストリップリングさんにとって、メディア・スペシャ

リストやスクール・ライブラリアンたちは、どのよ

うな資質を持つことが最も重要だとお考えでしょう

か。

ストリップリング：　　まず第１に、メディア・ス

ペシャリストやスクール・ライブラリアンは、子ど

もが好きでなければなりませんね。子どもが好きで

はない方を雇いたいとは思いません。また、日常業

務よりも自分が何をしたいのか、自分の将来はどう

あるべきか、といった大きな目標に焦点を合わせる

ことができる人材が必要だとも思います。読書や文

学を愛する人材でなければならないとも思いますね。

　いずれにせよ、個人的資質というのは重要だと思

います。例えば、穏やかさ、ユーモアのセンス、柔

軟性、自尊の感情や他人に対する敬意、卓越した交

渉力といったものは、行政的役割や仲介者、または

グループを束ねたりする人材には必要不可欠な資質

といえます。これらのスキルを磨いて、将来指導的

な立場に立たなければならないからです。

　個人的資質というのは、子どもたちとっても重要

だと思いますよ。このような資質を身につけること

によって、良い聞き手にもなれますし、友好的にも

なれます。子どもたちだけではなくて教師にとって

も必要ですね。もし、教師の方に子どもたちを歓迎

する気持ちがなかったら、子どもたちが図書館に来

ることはないでしょうからね。こういった資質の多

くは教えることができないスキルです。子どもをど

うやって愛するのを教えることは難しいことですか

らね。

　しかし、スクール・ライブラリアンである限りは、

学校の教師よりはより良いコミュニケーションを図

り、柔軟でなければなりません。スクール・ライブ

ラリアンは学校のすべての教師たちと仕事をしなけ

ればならなりませんからね。つまり、スクール・ラ

イブラリアンはどの教師とも、たとえそりが合わな

い人であっても、一緒に仕事ができるようでなけれ

ばなりません。これは難しいことですけどね。

村上：　　ありがとうございます。かなり時間が

迫ってきましたので、これからは事実確認に近い質

問になります。まずニューヨーク市の学校では、何

人くらいのライブラリアンがいますか。また、ライ

ブラリアンの資格を持つ有資格者の占有率はどのく

らいですか。

ストリップリング：　　ニューヨーク市には約1400



― 243 ―

インタビュー

の学校がありますが、すべての学校が図書館を持っ

ているわけではありません。幼稚園から高校までで

すと、約1200の図書館があります。そのほとんどの

図書館にはライブラリアンがいますが、おそらく

700ぐらいの学校のライブラリアンはライブラリア

ンの資格を持っていません。後の500のライブラリ

アンは資格を持っていると思いますが、詳しいとこ

ろは分かりません。

村上：　ありがとうございます。ライブラリアンの

資格についてですが、ライブラリアンの資格は学部

と修士のどちらで認可されていますか。

ストリップリング：　　修士課程です。ライブラリ

アンになるには、図書館学の修士号がなければなり

ません。

村上：　　ありがとうございます。一般に小学校レ

ベルでは、州法でスクール・ライブラリアンはライ

ブラリアンの資格を必要としていないということで

すが、そうなると小学校レベルにおけるスクール・

ライブラリアンの状況をどのようにお考えでしょう

か。

ストリップリング：　　そうですね、小学校レベル

のスクール・ライブラリアンは、同時に教師（ティー

チャー・ライブラリアン）でもありますから、ライ

ブラリアンの状況は他の教師と比べて悪くはありま

せん。同じくらいでしょうね。

村上：　　ありがとうございます。最後になります

が、管理職として、ライブラリアンの地位や子ども

たちの学力を向上させるのに、何が最も難しい問題

だとお考えですか。

ストリップリング：　　個人的には、私個人に直接

結果が跳ね返ってこないということです。こういっ

た現状があっても日々仕事を進めてゆき、ライブラ

リアンたちを訓練していかなければなりません。そ

して、ライブラリアンのみなさんは、やるべきこと

をやるわけです。

　もし私自身が学校現場にいれば、何をどうすれば

うまくいくのかが分かります。しかし、いまはそう

いう状況ではありません。私はスクール・ライブラ

リアンたちが依拠するカリキュラムとその道具をつ

くっています。あとは、ライブラリアンのみなさん

方を信頼するだけです。ライブラリアンが自分のや

るべきことをやらない時は、私たちの全てがより少

ない果実しか手にすることはないでしょう。いろい

ろとうまくいっている話を聞きますが、私はいつも

縁の下の力持ちです。じかに子どもたちの生活の中

に「違い」を与えるのを実感するのは難しいですか

らね。

村上：　　今日はお忙しいところ、お時間を取って

頂きありがとうございました。
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